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新殺 ダニ剤 「 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 脂肪酸

エ ス テ ル乳剤」 の作用特性 と 使 い 方
一 「 ア カ リ タ ッ チ 乳剤」 の使 い 方 に つ い て ー

木 晃
も て

東班合成株式会社新事業企画開発音11 茂

は じ め に

食品添加物で あ る プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 脂肪酸エ
ス テ ル を 有効成分 と す る 新殺 ダ ニ 剤 「 ア カ リ タ ッ チ 乳
剤」 は理化学研究所 ・ 有本 絡先任研究員 に よ っ て 創製
さ れ東亜合成株式会社 と 共同開発 さ れ た 各種ハ タ。ニ類な
ど を 対 象 と す る 環境 に や さ し い 新規殺 ター ニ 剤 で、 あ る 。
2001 年 4 月 16 日 に 農薬登録 さ れ， 同 年 8 月 に 上市 さ れ
た 。

I 開 発 の 経 緯

理化学研究所 ・ 微生物制御研究室 で は 農薬開発研究の
コ ン セ プ 卜 を 「 自 然環境 へ の 配慮J (SaFE : Safe and 
Friendly to Environment) と し ， 現在 は 主 に 食 品 や食
品 添加物の殺菌 ・ 殺虫 活性 に つ い て の 研究 を 行 っ て い
る 。 そ の 中 で， 食品添加物の一 つ で あ る プ ロ ピ レ ン グ リ
コ ー ル モ ノ 脂肪酸エ ス テ ルがハ ダニ に 対 し て 高 い活性 を
有す る こ と を 見出 し た 。

ア カ リ タ ッ チ 乳剤 は ハ ダニ の 呼吸器官 で あ る 気門 を 塞
ぎ， 窒息死 さ せ る 作用 を持 つ と 考 え ら れ て お り ， 従来の
化学農薬の よ う に 抵抗性がつ く 可能性 は 極 め て 低 い と 思
わ れ る 。 ま た マ シ ン油 な ど従来 の 同様 な 作用機作 (気門
封鎖) を 持 つ 殺 ダ ニ 剤 の 使 用 濃 度 が 50 倍� 150 倍希釈
と 比較的高濃度 で散布す る の に 対 し ， 本 剤 は 1 ， 000 倍希
釈 で も 高 い効果 を 発揮す る こ と か ら ， コ ス ト パ フ ォ ー マ
ン ス が よ い ， 使 い や す い ， 環境 に 対す る 負荷 を低減で き
る な ど が特徴 と し て あ げ ら れ る 。

H 成分 ・ 化学的性状

一 般 名 : プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 脂 肪 酸 エ ス テ ル
70 . 0% 
( Propyleneglycol fattyacid monoester) 
商品名 : ア カ リ タ ッ チ 乳剤
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皿 安 全 性

プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 脂肪酸エ ス テ ル は ， 食品衛
生法第 6 条 の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル脂肪酸エ ス テ ル に 該
当 す る 食品添加物 で あ り ケ ー キ の 気泡保持剤 と し て 使用
さ れ年間約 1 ， 000 t が食 さ れ て い る 。 そ の使用基準 は 定
め ら れ て い な し 」 原 体 の 急 性 経 口 毒 性 LD50 は 40 ， 000
mg/kg 以 上 ( マ ウ ス ) で あ る 。 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル
モ ノ 脂肪酸エ ス テ ル は体 内 の リ バ ー ゼ に よ っ て 容易 に 加
水分解 さ れ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル と 脂肪酸 に 分解 さ れ，
72 時間以 内 に そ の 99%以上 が炭酸 ガ ス と 水 に ま で分解
さ れ て ， 体外 に 排 出 さ れ る 。 脂肪酸の 一部 は食物 の脂肪
由来の脂肪酸 と 同様 に 体内 で脂肪 と し て 蓄積 さ れ る こ と
が報告 さ れて い る 。

本 製 剤 の 人斎 に 対 す る 安全性 は 普通物 に 分類 さ れ，
表-2 に 示 す よ う に 急性 経 口 毒 性 LD50 は 5 ， 000 mg/kg 
以上 ( マ ウ ス ) で あ り ， 眼刺激性， 皮膚感作性 は な い 。
皮 膚 に 対 し て は軽度 の刺激性が あ る の で取 り 扱 い 時 に は
皮府 に つ か な い よ う に 注意す る 。 カ イ コ や訪花昆虫 で あ
る ミ ツ バ チ ， ハ ダニ の 天敵 で あ る チ リ カ プ リ ダニ に 対す
る 影響 は ほ と ん ど な い 。

土壌中 で の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 脂肪酸エ ス テ ル

分子itt

形状

\'1\'度

制!�}:iï，
融.r!{î.

表 ー 1 物理化学性

258 (代表制)
極 く わ ずか黄色味 を 幣びた 透明液体

0 . 92 g/ Cl1l" (25Tl 

246 . 60C ( 平均値)
8 . 3T ( DSC 法)

蒸気圧 I 0 . 1 62 l'a (25"Cl 

水溶解度 1 4 l1lg/ I (25Tl 

有機溶媒溶解度 1 1 ， 000 g/ I以 1 :
( ヘ キ サ ン ， へ プ タ ン ， キ シ レ ン ， ト ルエ ン ，

ジ ク ロ ロ メ タ ン ， ア セ ト ン ， メ タ ノ - )レ，

エ タ ノ ー /レ， 酢酸エ チ ノレ と も )

一- 14 一一一
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は ， 土壌微生物 に よ っ て 動物体内 での代謝 と 同 じ よ う に
短時間 に 加水分解 を 受 け プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル と 脂肪酸
に 分解 さ れ る 。 分解物の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル， 脂肪駿
と も 食品添加物 に 指定 さ れ て い る 安全性の 高 い も の で あ
る 。 そ の た め 農薬 と し て 使わ れ る 範囲 で は土壌汚染や土
壌への蓄積 は な い も の と 考 え ら れ る o

ま た 本剤 の 作物残留 は 食品添加物 の た め 問題 な い。

W 作用 機作 と 生物活性

本剤の有効成分で あ る プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 脂肪
酸エ ス テ ル は水 に 不溶性 の化合物 で、 あ る が， 本製剤 を 水
に 溶解す る と 薄 い 乳濁色 を 呈 す る 。 こ れ は 製剤 仁l' の助剤
と の相互作用 に よ り プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 脂肪殿エ
ス テ ル を包み込 む形で小液滴 を 形成 し て 溶液 中 に 均一 に
分散す る た め で あ る 。 こ の液滴 は 植物表面や ハ ダニ の体
表 に 対 し て優れた ぬれ性 を 有 し て お り ， 液滴司l の ，þh濃度
の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 脂肪酸エ ス テ ル がハ ダニ に
直接付着す る こ と に よ り ， 1 ， 000 倍希釈 と い う 比較的低
濃度で も 高 い 防除効果 を 発揮 す る も の と 推察 さ れ る 。

現在 ま で に 活性が認め ら れ て い る ハ ダニ 類 は ， ナ ミ ハ
ダ ニ ( Tetra nyclIs u rticae ) ， カ ン ザ ワ ハ ダ ニ
( TetranyclIs !wnzawai) ， ミ カ ン ハ ダ ニ (乃'l11011yClIS
citげ) な ど で あ り ， さ ら に 小規模 な 試験 で活性が認 め ら
れ る も の に オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ ， ア ブ ラ ム シ な と守 の微小
昆虫類の他 う ど ん こ 病 な ど に も 防除効果が認め ら れ， 適
用拡大の た め 圃場試験 で の 効果確認 を 予定 し て い る 。

V 有用 生物 に対す る 安全性 に つ い て

( 1 ) 魚介類
原体の コ イ に 対 す る 急性毒性 LCso は 5 . 25 mg/ l， オ

オ ミ ジ ン コ に 対 す る ECso は 24 時 間 で 0 . 85 mg/ l で あ

表 - 2 安全性

原体

製剤

急↑!l 経 口 毒性 ・

マ ウ ス LD目。

急性経 円 様性 ・
マ ウ ス LD50

雄， 雌 と も > 40 . 000 11lg/1明

雄， 雌 と も > 5 . 000 11lg/1明

限一次刺激性 ・ ウ サ ギ | 刺激性な し

皮I尚一次刺激性 ・ ウ サ ギ | 軽度 の皮府刺激性 あ り

皮l向感作で 感作性 な し

水生動植物 | コ イ LC50 (48 時間)

(製剤 ミ ジ ン コ EC印 (24 時間)

部類 (72 時!日j)

有用昆虫 | カ イ コ

ミ ツ ノ f チ

チ リ カ プ リ ダニ

1 0 . 4 11lg/ I 
3 . 0  11lg/ I 
l .  2 11lg/ I 

実用場面で影仰 を

お よ ぼす こ と は な、 い

直接散布の影枠 は 腕微

極 め て 影響が少 な い

15 

り 原体 レ ベ ル の #\ 毒性 は B 類相 当 で あ る が， 製 剤 で は
コ イ に 対 す る LC50 10 . 4 mg/ l， オ オ ミ ジ ン コ に 対 す る
EC50 は 24 時 間 で 3 . 0 mg/ l ， 藻 類 に 対 す る 影 響 は
Ebc50 72 時間で 1 . 2 mg/ l と 改善 さ れ， 魚、毒性 は A 類 に
相 当 す る 。

( 2 ) 有用昆虫
製 剤 の カ イ コ に 対 す る 経 口 毒 性 は 低 く ， 実 用 濃 度

1 ， 000 倍で影響 を 与 え る 可能性 は ほ と ん ど な し 当。 ま た ，
接触毒性 に 関 し て も 脱皮時期 な ど に 影響 は 見 ら れ な い こ
と か ら 実際の使用場面 で カ イ コ に 影響 を 与 え る こ と は な
い と 判断 さ れ る 。

ミ ツ バ チ に対す る 経 口 毒性 も 低 く ， ま た 虫体 に 散布 し
た 場 合 の 48 時 間 後 の 死 亡 率 は 100 倍 溶 液 で 88% ， 500 
倍溶液 で 57% で あ る が， 実使用 濃 度 の 1 ， 000 倍 で 8% で
あ り ， 実用濃度 に お い て の 直接散布 で の 影響 は軽微で あ
る 。

( 3 ) 天敵
チ リ カ ブ リ ダニ に 対 し 1 ， 000 倍希釈溶液 を 直接散布 し

た と こ ろ 卵 お よ び、雌成 虫 へ の 影響 と も 認 め ら れ な か っ
た 。 ま た 本剤散布 2 時間後 に 雌成虫 を 導入 し た 試験 で も
影響 は な い と い う 興味 あ る デー タ が得 ら れ て い る 。 従 っ
て ， 本剤 は チ リ カ プ リ ダニ と の組み合わ せ使用 が可能で
あ る 。

刊 登録 内 容 と 試験成績

表-3 に ア カ リ タ ッ チ 乳 剤 の 登 録 内 容 を 示 す が， 現状
で は ミ カ ン の ミ カ ン ハ ダニ ， ナ ス の ハ ダニ 類 に 対 し て 設
録 を 有 し て い る 。 使用濃度 は 1 ， 000 倍 と 低 く ， ナ ス は も
ち ろ ん ミ カ ン に 対 し で も 収穫前 日 ま で使用 で き る 。

国 一 I に ミ カ ン の ミ カ ン ハ タ。 ニ に 対 す る 効果試験結果
の例 を ， 図 2， 3 に ナ ス の ナ ミ ハ ダニ ， カ ン ザ ワ ハ ダニ
に対す る 効果試験の例 を 示す 。 初回散布 7 日 後 の 2 回散
布で お お む ね 3�4 週間 の 抑制効果 を 示 し て い る 。

今後， ナ シ ， イ チ ゴ な ど の ハ ダニ 類へ の 適用拡大 を 進
め る べ く 圃場試験 を継続 し て い る 。

表 - 3 塗録内容

ffj釈
散布量 総使間

作物名 適用病害ず1 イ??ヰf
( 1/ 1 0  a) 

使用時期
I<fl数

(的)

ミ カ ン ミ カ ン ハ ダニ 1 . 000 500�700 収穫前 日 ま で 2 1円以 内
ナ ス ハ ダニ 類 1 . 000 1 50�300 収穫前 日 ま で 6 間以内

使用方法 ー 散布
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図 - 3 カ ン ザ ソ ハ ダニ 防除試験 (愛知以民業総合試験場

1;;l11;:liIf先i9i， 、!とj戊 9 五iニ)
・試験刀法

仏 側 : ナ ス F両二号

発.1.1 状品� : ' 1 ' 発�I

処 Jl l !  : 7 J J 14 1 1 と 7 J U 1 1 1 の 2 1"l i'ÿ Ü 式 励

}j 1l1't 得 総 て・ j必 ずf 宵11 特 製 リ / ー ( 5 . 000

1m を JJ11 JFJ し '100 1/ 1 0 a 相 当 i止 を i放布
対 !l.i日 D フ ロ ア プ ル は 7 J J 1 4  " の 1 (1:' 1  

i放:{Ii

!B(:{1iÍÌÍi， 波布 3 1 1 後， 7 1 1 後， 1 0 1 1 後，

1 4  1 1 後 に 1 0 :rtの雌成虫数 を制有

図 1 ミ カ ン ハ ダニ |坊|徐試験 0111五百川 県段業総合研究所

担�H守川 試験場， 平成 1 0 作)

・試験方法

11lf 組 : ミ カ ン大ì ltlJl.I り

発当 ;I.J\iJ� : '.1'発�I
処 J!1l : 7 月 1 4 1 1 ， 2 1  1 1 小 型 動 力 的 初 日誌 で がJ

10 1/1  樹{放:{Ii対!�1 "? シ ン れIJ は 7 J J 1 4  1 1  

の l @l散布

査 : 散布fm， r放イ1î :l l l 後， 7 日 後， 1 0 1 1 後，

20 日 後， 30 1 1 後， 4 1  [1 後 に ， 30 :rtを

任fiにfi l li. H し ， 雌[1成虫数を計数 した
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Jf然
対!!行系列! と l， iJ �干 の 川 い |坊|首\t，;，}j月日が，認 め ら れ， 実JI J伯

は J:':j t.. 、 と JLlわ れ る . 薬害 は認め ら れ 4・ か っ た .

淵
47絞
1 1日1 1波;{liてe は HI 後 に i密 度 の 1'' 1彼 が 見 ら れ た が， 1メ
復散布に よ り 高 い 待;I;J�判IfljlJ がi認め ら れ， �J l I '刊 がI:':j

い. 高li�i1;- は認め ら れ な か っ た

本斉1J は 1!1(色透明で， 臭 い は ほ と ん ど な く ， 作物 に 対 す

る 汚れ は な い。 し か し 本 剤 は 浸透移行性や予防効果 は 期

待で き な い た め ， 虫{本 に 直接 む ら な く か か る よ う に 葉の

表裏への て い ね い でb十分量の散布が必要 で あ る 。 ま た 本

剤 は ハ ダニ類のが1 )1;， 若虫， 成 虫 に 対 し て 高 い効果 を 有

す る が， 卵 に 対 す る 祈性 は ほ と ん どJ�J待で き な い。 本剤

の み で完全 な|切除 を行 う 場合 は ， 生 き 残 っ た 卵 か ら か え

る 幼虫 を 叩 く た め に 初日散布約 1 Jl!i1間後の 2 回散布が必

要 と な る 。 ま た ハ ダニ の 増殖が激 し く 手伝度 が高 い場合，

あ る い は 他 の 困;場か ら の飛 び込 み が 多 い場合 も 連続 2 日

散布が有効 な 方法 で あ る 。 な お ， 展若斉1J は 製剤 [!J に 組み

込 ま れて い る た め ， 使 m 時 に 添加す る 必要 は な い。
ミ カ ン に 使用 す る ;場合， 濃度が日い場合や高温時の散

布 は 呆 実 に 薬害が生ず る お そ れが あ る の で， 日温時の散

布 は 避 け， 使 川 ì)��1主 を 厳守 す る な ど の 注 意 が必 要 で あ

る 。 ま た ， 普通混州、|以外の早生種や雑t! ↑ に は 薬害の心配

があ る の で幼梨J切 に は使用 し な い。

本斉1J は ハ ダニ に対 す る 薬 剤抵抗性が つ き に く く ， 6 固

ま での連続散布 を 行 う こ と が で き る 。 ま た ， チ リ カ ブ リ

夕、ニ な ど の天敵 に対 す る 影手，��が少な い こ と を 生 か し て ハ

効果的 な使い方， 使用上の注意点四
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を加1m し 350 1/ 1 0  a 判 ! 当 il;; を 倣イ'li::l'>!JI.(l
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新殺 ダ ニ 剤 「 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ 脂肪酸エ ス テ ル乳剤」 の作ITJ特性 と 使 い 方 557 

ウ ス な ど の 天敵併用体系 で有 用 で あ る 。 例 え ばノ 、 タ'ニ の
発生時 に ア カ リ タ ッ チ 乳剤 l 回 で処理 し ハ ダ ニ の 密度 を
低下 さ せ， 後 は天敵 に 任せ る こ と も で き る 。 ま た 本剤 と
化学合成殺 ダ ニ 剤 と の ロ ー テ ー シ ョ ン を 組 ん で化学農薬
の抵抗性 を つ き に く く す る 体系 な ど も 考 え ら れ， IPM 
の一環 と し て 本剤 を 生か す場面 は 多 数存在す る と 考 え ら
れ る 。

ミ カ ン に お い て 本 剤 は ， 安全性 を 生か し た 環境保全型
農薬 と し て あ る い は 天敵 と の組み合わ せ使用 の 他， 防除
体系 の 中 で初期幼果期 の マ シ ン 油 の 代替 と し て ， 果実肥
大期 の化学農薬の抵抗性管理の た め の ロ ー テ ー シ ョ ン ・
混用薬剤 と し て ， 収穫時期 の卵防除不要期での使用 あ る
い は収穫直前での使用 な ど が考 え ら れ る 。

庁課fの措置#J解書タ イ プラ グ ー

イ ネ い も ち 病 を 探 る

作物 の病気 を 防 ぐ く す り の話

虫 た ち と 不思議 な 匂 い の世界

日 本 ロ ー カ ル 昆 虫記

ミ ク ロ の世界 に 魅せ ら れ て

茶の効用 と 虫の害

リ ン ゴ害 虫 の今昔

お わ り に

ア カ リ タ ッ チ 乳剤 は ， 食品添加物 を 有効成分 と す る 環
境 に や さ し い安全性の 高 い殺 ダ ニ 剤 で あ る 。 物理的 に 作
用 す る 剤 の た め 薬剤l抵抗性 は つ か な い と 考 え ら れ， 同様
な作用機作の マ シ ン 油 な ど と 比べ て 1 ， 000 倍希釈 と い う
薄 い 濃 度 で十分 な 効 果 が あ る と い っ た 優 れ た 特長 が あ
る 。 一方， 虫体 に 直接 か か る 必要 が あ る ， 予防効果がな
い， 卵 に 対 す る 効果 が な い な ど の 弱 点 も 同 時 に 存在 す
る o 本 剤 の 特性 を よ く 型解 し て い た だ く こ と に よ り ，
IPM の 一端 を 担 う 剤 と し て 広 く 使 わ れ て い く こ と を 期
待 し て い る 。

各冊 と も B 6 判 定価 1 ， 3 2 6 円税込み (本体 1 . 263 ITJl 

口 絵 2 頁 十 本文 1 74 n 小野小三郎 著 (送料 240 ITJl 

本文 1 2 1 :n 上杉 康彦 著 (送料 240 円 )

本文 I H7 目 玉木 佳 男 著 (送料 240 ['J ) 

本文 220 l'i 今村 和夫 著 (送料 3 1 0 11] ) 

本文 221 1'( 後 藤 正夫 箸 (送料 3 ]() r' J )  

本文 1 66 1'( 刑 部 勝 著 (送料 240 ['J l 

本文 270 l'i 奥 俊夫 著 (送料 3 1 0 円 )

お 申 し込み は直接当協会へ， 前金 {現金書留 ・ 郵便振替) で申 し込むか， お近 く の替J宙でお取 り 寄せ下 さ い.

社団法人 民本機物紡疫協会 出版情報グルー プ 苧 170-8484 東京都豊島区駒込 1 -43-11

郵便猿替口座 00110子町177867 TEL (03) 3944-156H代) FAX (03) 3944-2103 メ }ル : order@jppa.or.j 

芳子jIXI書
種子伝染病の生態 と 防除

健全種子生産 を め ざ し て 一
大畑 貴一他編 B 5 半IJ 本 文 2H1 百 十 索号 1 8 頁

定価 9 ， 0 3 0 円税込み (本体 8 ， 600 円 ) 送料 380 円

種子伝染病 に 関 す る 体系 的 な研究や そ の 啓蒙的 な成書の必要性が強 く 叫 ばれ て 来 て い る 。 本書 は 総論 と 各論

か ら 構成 さ れ て お り ， 総論で は 種子伝染病の重要性， 生態 と 防除 に つ い て 研究 の経過 と 現状 つ い て 解説 し ，

各論で は わ が国 に 発生す る 33 種作物の 主 要種子伝染病 96 種 に つ い て ， そ れ ぞ れ の 専門家 に 解説 し て い た だ

い た 。 ま た ， 国際化が ま す ま す進 む 中 で種子の健全性 に つ い て も 当 然 国 際 的 な 高水準 が 求 め ら れ る こ と に な

る が， 本書 で は こ の こ と に つ い て も 掲載 し た 。

お 申 し 込み は直接当協会へ， 前金 (現金書留 ・ 郵便為替) で申 し込むか， お近 く の 脅庖でお取 り 寄せ 下 さ い.
社団法人 日 本植物防疫協会 出版情報 グ ル ー プ 干 1 70-8484 東京都豊島 区駒込 1 -43- 1 1

郵便振替 口座 00110-7-177867 TEL (03) 3944-1561 (代) FAX (03) 3944-2103 メ ー ル : order @jppa.or.j 
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